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︽
資
料
︾徳
川
時
代
後
期
家
族
法
関
係
史
料

│
東
京
都
立
中
央
図
書
館
所
蔵
中
山
太
郎
詫
状
類
よ
り
離
縁
状
及
び
関
連
文
書
│
髙
木
侃
解
題
一
東
京
都
立
中
央
図
書
館
特
別
文
庫
に
﹁
中
山
太
郎
収
集
詫
状
類
﹂
二
一
六
点
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
︒
図
書
館
の
Ｈ
Ｐ
に
は
︑
本
文
庫
は
﹁
民
俗
学
者
中
山
太
郎
氏
︵
一
八
七
六
～
一
九
四
七
︶
が
収
集
し
た
正
保
二
︵
一
六
四
五
︶
年
か
ら
大
正
二
︵
一
九
一
五
︶
年
に
か
け
て
の
︑
詫
状
を
中
心
と
し
た
文
庫
︒
他
に
類
を
見
な
い
珍
し
い
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
︒﹂
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
︒
文
庫
の
内
容
は
表
題
の
通
り
︑
多
く
は
詫
状
で
あ
る
が
︑
そ
の
な
か
に
離
縁
状
や
執
心
切
れ
が
数
通
と
︑
そ
れ
に
関
連
す
る
文
書
が
あ
り
︑
文
字
通
り
﹁
珍
し
い
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
﹂
で
あ
る
︒
筆
者
は
昭
和
六
〇
年
九
月
原
物
を
閲
覧
の
上
︑
写
真
撮
影
を
し
た
︵
現
在
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
閲
覧
の
み
で
あ
る
︶︒
そ
の
後
︑
筺
底
に
秘
さ
れ
る
如
く
︑
仕
舞
忘
れ
て
い
た
が
︑
ふ
と
見
出
し
た
︒
そ
れ
ら
を
翻
刻
す
る
の
が
本
小
稿
の
目
的
で
あ
る
︒
二
中
山
太
郎
は
栃
木
県
足
利
市
梁
田
に
相
場
吉
蔵
の
三
男
に
生
ま
れ
︑
民
俗
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る
︒
(
)
自
著
の
﹁
自
序
に
代
え
て
﹂

に
よ
れ
ば
︑
中
山
は
﹁
学
生
時
代
か
ら
売
笑
史
と
か
︑
婚
姻
史
と
か
︑
巫
女
史
と
か
︑
更
に
職
人
史
と
か
い
ふ
︑
従
来
︑
あ
ま
り
書
か
れ
な
か
っ
た
方
面
の
(
)
こ
と
﹂
に
関
心
を
寄
せ
︑
資
料
収
集
を
な
し
て
い
た

と
い
う
︒
か
れ
は
七
歳
の
と
き
︑
徴
兵
逃
れ
の
た
め
︑
廃
家
再
興
し
て
他
姓
を
冒
す
こ
と
に
な
っ
た
︒
生
ま
れ
つ
き
の
左
利
き
で
︑
習
字
や
図
画
が
う
ま
く
い
か
ず
︑
小
学
校
は
卒
業
し
て
い
な
い
︒
家
事
手
伝
い
や
ら
︑
奉
公
生
活
を
へ
て
︑
父
親
の
死
に
引
き
続
い
て
母
の
死
に
も
遭
遇
し
︑
発
憤
し
て
上
京
︑
東
京
専
門
学
校
︵
現
早
稲
田
大
学
︶
を
本
人
い
わ
く
﹁
ビ
リ
﹂
で
卒
業
す
る
︒
後
に
生
活
の
た
め
︑
二
二
年
間
は
︑
新
聞
記
者
︑
つ
い
で
雑
誌
記
者
に
な
る
が
︑
柳
田
国
男
の
﹃
郷
土
研
究
﹄
創
刊
号
に
接
し
︑
民
俗
学
が
己
の
道
と
決
心
し
︑
43 徳川時代後期家族法関係史料（十三)
民
俗
学
に
専
念
す
る
︒
か
れ
の
民
俗
学
は
文
献
を
筆
写
し
カ
ー
ド
に
す
る
作
業
に
よ
る
膨
大
な
資
料
に
基
づ
い
た
研
究
で
︑
文
献
民
俗
学
と
も
い
わ
れ
︑
自
ら
は
歴
史
的
民
俗
学
と
称
し
た
よ
う
で
あ
る
︒
三
こ
の
詫
状
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
ど
の
よ
う
な
目
的
で
︑
い
か
に
し
て
収
集
さ
れ
た
の
か
︑
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
に
し
な
い
が
︑
以
下
に
は
本
小
稿
で
取
り
上
げ
た
史
料
に
つ
い
て
︑
若
干
の
解
説
を
し
て
お
き
た
い
︒
ま
ず
︑
離
縁
状
が
五
通
あ
り
︑
そ
の
う
ち
関
連
文
書
が
付
属
し
て
い
る
も
の
が
二
事
例
あ
る
︒﹁
市
太
郎
│
ふ
く
﹂
去
(
)
状
︵

︶
に
は
︑

夫
の
父
の
詫
状
︵

︶
が
あ
る
︒
こ
れ
に
よ
れ
ば
︑
前
年
一
一
月
に
結
婚
す
る
も
の
の
︑
夫
は
﹁
心
得
違
い
の
所
業
﹂
が
あ
る
と
い
う
︒
詫
人
両
名
が
立
入
り
︑
翌
正
月
に
は
離
婚
し
︑
直
ち
に
ふ
く
は
実
家
方
で
引
き
取
っ
た
︒
結
婚
生
活
わ
ず
か
三
カ
月
に
も
満
た
な
か
っ
た
の
で
あ
る
︒
こ
の
後
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
付
き
合
い
を
す
る
こ
と
と
し
て
詫
び
が
か
な
っ
た
︒
つ
ぎ
の
事
例
︵
～
︶
は
妻
の
不
埒
10
13
の
疑
惑
が
離
婚
原
因
と
思
わ
れ
る
︒
明
治
四
年
︵
一
八
七
一
︶
正
月
元
日
知
人
宅
で
︑
歌
か
る
た
の
催
し
が
あ
り
︑
中
澤
要
人
は
夫
婦
同
伴
で
参
加
し
た
が
︑
妻
﹁
袖
﹂
は
関
口
錦
五
郎
に
同
行
し
て
夜
道
を
無
提
灯
で
帰
っ
た
︒
夫
要
人
が
跡
を
つ
け
た
と
こ
ろ
︑
藩
学
校
玄
関
で
二
人
は
出
合
っ
て
い
た
の
で
︑
こ
れ
は
心
外
と
︑
そ
の
場
で
手
打
に
い
た
そ
う
と
思
っ
た
が
︑﹁
同
人
父
御
役
柄
ヲ
察
﹂
し
て
思
い
止
ま
っ
た
と
い
う
︵
妻
の
父
か
錦
五
郎
の
そ
れ
か
︑
筆
者
は
後
者
と
考
え
る
︶︒
こ
の
間
の
こ
と
を
尋
ね
ら
れ
て
申
し
述
べ
て
い
る
︵
︶︒
13
そ
の
後
︑
正
月
二
〇
日
に
当
の
本
人
関
口
錦
五
郎
か
ら
要
人
の
妻
に
対
し
て
﹁
不
都
合
之
儀
﹂
を
い
た
し
︑
赤
面
の
態
で
あ
り
︑
途
中
で
行
き
あ
っ
て
も
﹁
聊
猥
り
ヶ
間
敷
義
﹂
は
一
切
し
な
い
旨
を
夫
に
誓
約
し
た
の
で
︑
今
後
は
又
こ
の
よ
う
な
こ
と
な
い
よ
う
に
と
︑
事
を
﹁
穏
便
﹂
に
す
ま
せ
る
こ
と
と
な
り
︵
︶︑
翌
二
一
日
に
は
︑
妻
11
﹁
袖
﹂
は
﹁
不
容
易
不
埒
之
儀
﹂
が
あ
っ
た
の
で
︑
ひ
と
ま
ず
︑
妻
実
家
も
し
く
は
親
類
と
思
わ
れ
る
新
堂
武
治
郎
方
で
預
か
り
︑
謹
慎
さ
せ
て
い
た
が
︑
夫
の
﹁
厚
き
思
召
し
﹂
を
も
っ
て
︑
元
の
通
り
復
縁
す
る
こ
と
に
な
り
︑
あ
り
が
た
き
旨
の
証
文
を
妻
方
か
ら
差
し
入
れ
て
い
る
︵
︶︒
つ
い
て
は
︑
袖
に
ゴ
タ
ゴ
タ
が
あ
れ
ば
︑﹁
遊
12
女
・
買
女
﹂
は
勿
論
︑
い
か
よ
う
に
取
り
計
ら
れ
て
も
異
議
を
申
さ
な
い
と
し
て
い
る
︒
し
か
し
︑
不
義
の
疑
い
を
抱
い
た
妻
と
復
縁
し
た
も
の
の
夫
婦
仲
は
修
復
し
な
か
っ
た
も
の
と
み
え
︑
二
〇
日
後
の
二
月
一
二
日
夫
は
﹁
不
熟
ニ
付
双
方
熟
談
之
上
﹂
や
む
な
く
離
縁
す
る
こ
と
に
な
り
︑
そ
の
旨
を
し
た
た
め
た
離
縁
状
を
差
出
し
た
の
で
あ
る
︵
︶︒
10
ほ
か
の
離
縁
状
︵

・
︶
の
う
ち
で
︑﹁
熊
次
郎
│
み
よ
﹂
離
17
別
状
︵

︶
で
は
﹁
村
方
八
蔵
へ
差
遣
候
て
は
申
分
有
之
候
﹂
と
あ
っ
て
︑
八
蔵
と
の
再
婚
を
禁
止
し
て
い
る
︒
四
つ
い
で
特
徴
的
な
文
書
は
﹁
執
心
切
れ
(
)
一
札
﹂
で
あ
る
︒
	
﹁
執
心
切
れ
(
)
一
札
﹂
と
は
︑
未
婚
の
男
女
関
係
の
解
消
文
書
で
あ
る
︒


当
事
者
双
方
が
未
婚
の
場
合
が
多
い
が
︑
と
き
に
一
方
は
未
婚
︑
他
方
は
既
婚
と
い
う
場
合
も
あ
る
︒﹁
執
心
切
れ
﹂
に
い
た
る
に
は
男
44
女
間
に
何
ら
か
の
ト
ラ
ブ
ル
が
生
ず
る
こ
と
に
始
ま
る
︒
例
え
ば
︑
﹁
全
是
迄
馴
合
之
儀
毛
頭
無
御
座
候
得
共
︑
執
心
有
之
﹂
て
︑﹁
大
勢
召
連
其
許
宅
え
罷
越
︑
貴
殿
娘
子
連
出
シ
﹂
な
ど
の
﹁
心
得
違
﹂
を
し
で
か
し
た
こ
と
を
詫
び
︑
今
後
は
そ
の
娘
に
対
し
て
﹁
聊
執
心
無
之
﹂
く
︑
ど
こ
へ
縁
組
し
て
も
申
分
な
い
こ
と
を
約
束
す
る
の
で
あ
る
︵

︶︒
同
様
に
吉
蔵
も
た
か
を
﹁
馴
合
ニ
て
誘
引
﹂
し
︑
た
か
当
人
︑
お
よ
び
そ
の
親
類
組
合
中
・
若
衆
中
へ
も
詫
び
︑
吉
蔵
は
以
来
た
か
の
村
方
へ
は
決
し
て
立
入
ら
ず
︑﹁
毛
頭
執
心
無
之
﹂
旨
を
誓
約
し
て
い
る
︵

︶︒﹁
酔
狂
之
上
⁝
⁝
心
得
違
﹂
し
た
歌
次
は
︑
詫
を
入
れ
て
勘
弁
し
て
も
ら
い
︑﹁
執
心
・
故
障
等
決
て
無
御
座
候
﹂
と
し
た
た
め
て
い
る
︵

︶︒
な
お
︑
離
婚
に
あ
っ
て
は
妻
の
衣
類
・
諸
道
具
は
そ
の
特
有
財
産
と
し
て
厳
格
に
妻
の
所
有
に
帰
し
た
が
︑
こ
の
こ
と
は
﹁
離
縁
ニ
付
︑
残
り
衣
類
并
諸
道
具
悉
皆
正
ニ
請
取
申
候
﹂︵
︶
と
あ
る
よ
う
に
︑
15
時
々
ひ
そ
か
に
実
家
に
送
り
つ
け
て
い
た
ほ
か
の
﹁
残
り
の
衣
類
や
諸
道
具
﹂
を
﹁
悉
皆
﹂
つ
ま
り
︑
す
べ
て
残
ら
ず
受
取
っ
た
と
あ
る
︒
離
婚
に
お
け
る
﹁
持
参
財
産
返
還
の
原
則
﹂
の
忠
実
な
履
行
の
一
事
例
(

)
(

)
で
あ
る
︒
注︵

︶
﹃
日
本
婚
姻
史
﹄
春
陽
堂
︑
一
九
二
八
年
一
二
月
︒
本
書
は
﹁
柳
田
国
男
先
生
に
捧
ぐ
﹂
と
の
献
辞
が
添
え
ら
れ
て
い
る
︒
︵

︶
こ
れ
ら
の
関
心
に
対
応
し
た
﹃
日
本
売
笑
史
附
吉
原
の
沿
革
﹄
を
は
じ
め
︑﹃
日
本
巫
女
史
﹄﹃
日
本
若
者
史
﹄﹃
日
本
盲
人
史
﹄﹃
愛
欲
三
千
年
史
﹄
の
ほ
か
﹃
日
本
民
俗
学
事
典
﹄
な
ど
大
部
な
著
書
を
出
版
し
て
い
る
︒
︵

︶
ゴ
シ
ッ
ク
数
字
は
本
文
史
料
番
号
を
意
味
す
る
︒
︵
	
︶
拙
著
︵﹃
三
く
だ
り
半
│
江
戸
の
離
婚
と
女
性
た
ち
│
﹄
平
凡
社
︑
一
九
八
七
年
三
月
︑
後
に
増
補
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
版
︑
一
九
九
九
年
︶︒
本
小
稿
の
引
用
は
後
者
に
よ
る
︒
︵


︶
前
掲
注
︵
	
︶
の
﹁
十
八
執
心
切
れ
一
札
﹂
四
二
三
頁
以
下
参
照
︒
︵

︶
本
小
稿
は
東
京
都
立
中
央
図
書
館
特
別
文
庫
室
の
ご
厚
意
を
い
た
だ
い
た
︒
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
︒
︵

︶
史
料
の
引
用
方
法
は
︑
拙
著
﹃
縁
切
寺
満
徳
寺
の
研
究
﹄
︵
成
文
堂
︑
一
九
九
〇
年
一
二
月
︶
凡
例
に
よ
っ
た
︒
史
料
目
次

文
化
九
年
十
一
月
幸
蔵
執
心
切
れ
一
札

文
政
十
一
年
五
月
娘
へ
酒
狂
行
き
違
い
に
つ
き
内
済
証
文

天
保
三
年
三
月
娘
誘
引
に
つ
き
詫
書
兼
執
心
切
れ
一
札
下
案
	
天
保
六
年
八
月
﹁
熊
次
郎
│
み
よ
﹂
離
別
状
︵
村
方
八
蔵
と
の
再
婚
禁
止
︶


嘉
永
五
年
九
月
酒
狂
心
得
違
い
に
つ
き
詫
書
兼
執
心
切
れ
一
札
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慶
応
四
年
八
月
家
出
の
妹
に
つ
き
兄
詫
状
兼
帰
縁
証
文

︹
明
治
二
年
︺
正
月
﹁
市
太
郎
│
ふ
く
﹂
去
状

明
治
二
年
正
月
同
倅
心
得
違
い
の
所
業
に
よ
る
離
縁
に
つ
き
父
詫
書

明
治
三
年
十
二
月
﹁
又
蔵
│
い
し
﹂
離
別
状
︵
伯
父
・
親
類
介
入
︶
明
治
四
年
二
月
﹁
中
澤
要
人
│
そ
で
﹂
離
縁
状
10
明
治
四
年
正
月
同
関
口
錦
五
郎
要
人
妻
へ
の
不
都
合
11
な
き
旨
の
誓
約
書
写
明
治
四
年
正
月
同
要
人
妻
復
縁
に
あ
た
り
妻
方
証
文
12
︹
明
治
四
年
︺
二
月
同
要
人
そ
の
妻
を
手
打
ち
に
い
た
す
13
べ
き
所
存
の
申
述
書
明
治
十
一
年
四
月
松
本
重
尾
離
婚
に
つ
き
父
誤
証
14
明
治
十
一
年
四
月
同
残
り
衣
類
・
諸
道
具
請
取
証
15
未
五
月
娘
他
村
男
性
へ
執
心
・
不
法
に
つ
き
父
詫
16
状
兼
執
心
切
れ
一
札
年
月
日
不
詳
﹁
佐
兵
衛
│
い
し
﹂
離
別
状
17
史
料

文
化
九
年
十
一
月
幸
蔵
執
心
切
れ
一
札
差
出
シ
申
一
札
之
事
一
私
儀
当
月
八
日
夜
︑
大
勢
召
連
其
許
宅
え
罷
越
︑
貴
殿
娘
子
連
出
シ
候
儀
︑
全
是
迄
馴
合
之
儀
毛
頭
無
御
座
候
得
共
(執
)
︑
愁
心
有
之
︑
以
心
得
違
連
出
シ
候
処
︑
娘
子
逃
シ
候
間
︑
当
人
甚
迷
惑
致
候
ニ
付
︑
翌
朝
貴
殿
宅
え
推
参
仕
候
儀
︑
御
察
当
相
懸
り
︑
一
向
御
取
扱
不
被
成
︑
役
へ
御
届
被
成
︑
既
ニ
出
訴
ニ
被
及
候
処
︑
私
身
分
難
相
立
候
ニ
付
︑
村
方
御
寺
院
様
方
御
立
入
被
下
御
取
扱
被
下
候
ニ
付
︑
格
別
之
苦
を
（
マ
マ
）
以
右
娘
子
行
衛
相
訳
り
︑
御
引
請
御
勘
弁
被
下
忝
奉
存
候
︑
然
上
ハ
此
後
何
方
え
何
方
え
（
マ
マ
）
御
縁
組
被
成
候
共
聊
申
分
無
御
座
候
︑
仍
て
一
札
差
出
シ
申
処
如
件
下
奈
良
村当
人
幸
蔵

文
化
九
申
年
十
一
月
十
六
日
祐
八
殿
⁝
⁝
⁝
⁝
⁝
⁝
⁝
︵
貼
付
の
上
︑
継
ぎ
目
印
︶
⁝
⁝
⁝
⁝
⁝
⁝
⁝
差
出
申
一
札
之
事
一
村
方
百
姓
市
郎
右
衛
門
忰
幸
蔵
儀
︑
大
勢
ニ
て
其
許
宅
え
罷
越
貴
殿
娘
子
連
出
し
候
ニ
付
︑
早
速
出
訴
被
及
候
処
︑
当
人
父
子
は
不
及
申
︑
大
勢
難
儀
ニ
も
抱
り
候
儀
ニ
付
︑
私
共
立
入
当
人
存
寄
承
糺
候
処
︑
全
ク
是
迄
馴
合
候
義
は
無
之
︑
不
法
之
儀
仕
出
し
候
段
一
言
之
申
訳
無
之
候
︑
依
之
御
詫
言
申
入
候
処
︑
御
聞
済
熟
談
内
済
被
下
忝
存
候
︑
然
上
は
此
後
幸
蔵
儀
︑
娘
子
ニ
付
(執
)
聊
愁
心
無
之
︑
何
方
え
御
縁
組
被
成
候
て
も
毛
頭
申
分
無
御
座
候
︑
右
幸
蔵
儀
は
46
私
共
引
請
︑
貴
殿
御
苦
難
相
掛
申
間
鋪
候
︑
且
此
度
諸
雑
用
引
請
差
出
可
申
候
︑
右
始
末
御
聞
済
被
下
上
は
︑
加
判
之
者
引
受
決
て
異
変
申
間
敷
候
︑
為
後
日
書
付
入
置
申
処
仍
て
如
件
下
奈
良
村当
人
幸
蔵

親
類
弥
五
右
衛
門

文
化
九
年
組
合
八
五
郎
㊞
申
十
一
月
取
扱
人
仙
右
衛
門
㊞
御
寺
院
方寶
寿
院
㊞
円
通
寺
(花
押
型
︶
前
書
之
通
相
違
無
御
座
候
間
︑
致
奥
印
仕
候
︑
仍
て
如
件
名
主
名
記
載
無
し
㊞
︹
下
奈
良
村
は
武
蔵
国
幡
羅
郡
︵
現
埼
玉
県
熊
谷
市
︶︺
	
文
政
十
一
年
五
月
娘
へ
酒
狂
行
き
違
い
に
つ
き
内
済
証
文
取
替
申
一
札
之
事
一
当
村
弥
左
衛
門
儀
同
所
与
五
右
衛
門
娘
し
ん
ど
の
え
酒
狂
之
上
行
違
之
儀
有
之
︑
此
度
し
ん
ど
の
弥
左
衛
門
方
え
踏
込
︑
種
々
難
儀
之
向
申
越
候
ニ
付
︑
五
人
組
・
親
類
一
同
相
談
之
上
再
三
懸
合
候
得
と
も
一
引
不
（
マ
マ
）
承
知
ニ
て
︑
無
拠
今
般
村
御
役
人
中
迄
相
伺
候
処
︑
格
別
之
御
慈
悲
を
以
同
村
太
七
并
武
兵
衛
方
え
内
済
之
向
被
仰
付
︑
依
之
右
両
人
之
者
共
双
方
え
数
度
懸
合
候
処
︑
訴
答
熟
談
之
上
内
済
仕
候
趣
意
左
ニ
︑
御
給
金
ハ
不
及
申
ニ
薬
種
代
と
し
て
南
鐐
一
片
弥
左
衛
門
弟
勘
右
衛
門
方
ニ
て
差
出
し
︑
双
方
無
申
分
熟
談
内
済
仕
候
︑
然
上
ハ
脇
よ
り
故
障
之
筋
申
者
御
座
候
ハ
ヽ
︑
加
判
之
我
等
何
方
迄
も
罷
出
︑
急
度
御
申
訳
可
申
候
︑
右
此
儀
ニ
付
已
来
願
ヶ
間
敷
儀
申
間
鋪
候
︑
為
後
日
取
替
一
札
依
て
如
件
井
野
村当
人
与
五
右
衛
門
㊞
文
政
十
一
歳
親
類
平
左
衛
門
㊞
子
五
月
日
五
人
組
角
左
衛
門
㊞
太
七
㊞
扱
人
武
兵
衛
㊞
弥
左
衛
門
殿
︹
井
野
村
は
上
野
国
群
馬
郡
︵
現
群
馬
県
高
崎
市
︶
カ
︺

天
保
三
年
三
月
娘
誘
引
に
つ
き
詫
書
兼
執
心
切
れ
一
札
下
案
(上
包
折
封
)
﹁
御
詫
書
﹂詫
一
札
之
事
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其
御
村
方
重
兵
衛
殿
娘
お
た
か
と
の
︑
二
月
廿
三
日
夜
我
等
共
村
方
長
蔵
弟
吉
蔵
馴
合
ニ
て
誘
引
候
由
︑
薄
々
御
左
右
有
之
候
所
等
閑
置
︑
各
方
よ
り
追
々
御
尋
之
上
︑
今
般
行
衛
相
分
り
︑
双
方
よ
り
住
所
ニ
立
入
及
掛
合
︑
預
り
書
取
替
︑
既
に
出
訴
可
被
及
之
所
︑
隣
村
給
々
村
役
人
衆
中
ニ
縋
り
︑
其
御
村
御
当
人
并
ニ
親
類
組
合
中
・
若
衆
中
え
折
入
て
相
詫
候
処
︑
御
承
知
之
上
右
女
子
御
引
取
被
下
忝
存
候
︑
前
書
吉
蔵
儀
以
来
其
御
村
方
え
決
て
為
立
入
申
間
敷
候
︑
此
上
女
子
ニ
付
毛
頭
執
心
無
之
旨
申
之
ニ
付
︑
加
印
ヲ
以
詫
一
札
差
入
申
所
如
件
当
人
天
保
三
辰
三
月
日
親
類
下
川
崎
村
組
合
重
兵
衛
殿
︹
下
川
崎
村
は
各
地
に
あ
り
︑
特
定
で
き
ず
︺

天
保
六
年
八
月
﹁
熊
次
郎
│
み
よ
﹂
離
別
状
︵
村
方
八
蔵
と
の
再
婚
禁
止
︶
離
別
一
札
之
事
一
又
蔵
殿
娘
ミ
よ
と
申
女
︑
我
等
妻
ニ
貰
請
候
所
不
埒
ニ
付
︑
此
度
﹂
離
別
仕
︑
弟
定
吉
殿
え
相
返
シ
申
候
︑
乍
然
村
方
八
蔵
へ
差
遣
候
て
は
申
分
﹂
有
之
候
︑
外
々
縁
付
候
ニ
は
此
方
ニ
て
少
し
も
構
無
御
座
候
︑
為
後
相
渡
申
﹂
離
別
一
札
仍
て
如
件
天
保
六
未
桐
ヶ
瀬
村
八
月
日
熊
次
郎
西
田
向
村
定
吉
殿︵
﹂
は
原
文
書
の
行
末
を
示
す
︶
︹
両
村
と
も
常
陸
国
真
壁
郡
︵
現
茨
城
県
下
妻
市
︶︺

嘉
永
五
年
九
月
酒
狂
心
得
違
い
に
つ
き
詫
書
兼
執
心
切
れ
一
札
差
出
し
申
一
札
之
事
一
貴
殿
娘
お
ミ
よ
ど
の
え
対
し
︑
私
義
酔
狂
之
上
風
(カ
)
と
致
し
︑
心
得
違
仕
り
︑
御
尋
ニ
預
り
一
言
之
申
訳
ケ
無
御
座
候
ニ
付
︑
左
之
仁
相
頼
厚
相
詫
候
所
︑
御
勘
弁
ヲ
以
早
速
御
聞
届
ケ
被
成
下
忝
存
候
︑
然
ル
上
は
素
々
馴
合
等
之
義
ニ
て
は
毛
頭
無
御
座
候
間
︑
以
来
何
方
よ
り
御
縁
談
被
成
候
共
︑
私
方
ニ
お
ゐ
て
執
心
(故
)
・
古
障
等
決
て
無
御
座
候
︑
為
後
日
一
札
仍
て
如
件
西
保
末
村
嘉
永
五
子
九
月
当
人
歌
次
(爪
印
侘
人
忠
右
衛
門
㊞
48
当
人
親
類
組
合
惣
代
高
津
村
庄
吉
要
八
殿
︹
両
村
と
も
常
陸
国
真
壁
郡
︵
現
茨
城
県
筑
西
市
︶︺


慶
応
四
年
八
月
家
出
の
妹
に
つ
き
兄
詫
状
兼
帰
縁
証
文
差
上
申
一
札
之
事
私
妹
よ
ね
義
︑
先
月
中
村
内
若
え
衆
（
マ
マ
）
中
様
之
御
世
話
ヲ
以
︑
同
村
茂
八
殿
忰
茂
助
妻
ニ
差
遣
シ
申
候
処
︑
先
達
中
無
謂
家
出
致
し
︑
仲
人
谷
次
殿
方
ニ
罷
在
候
中
︑
先
月
廿
日
組
役
人
吉
兵
衛
様
方
え
欠
込
候
処
︑
御
同
人
様
よ
り
是
迄
度
々
御
異
見
被
成
下
候
を
も
不
執
用
︑
我
意
申
募
り
居
り
候
ニ
付
︑
今
般
御
役
人
中
様
御
一
同
御
立
合
之
上
︑
私
并
茂
八
殿
両
家
相
続
た
め
（
マ
マ
）
方
専
一
︑
殊
ニ
当
人
よ
ね
身
分
を
御
心
配
被
下
︑
種
々
御
教
諭
被
成
下
︑
今
更
発
明
い
た
し
︑
家
内
一
同
先
非
後
悔
仕
候
間
︑
其
廉
々
え
如
何
様
之
御
詫
仕
候
て
も
帰
縁
ニ
相
成
候
様
御
取
計
へ
被
成
下
置
度
︑
此
段
幾
重
ニ
も
奉
願
上
候
︑
然
ル
上
は
此
縁
談
ニ
付
(異
)
聊
違
変
ヶ
間
敷
義
毛
頭
仕
間
敷
候
︑
万
一
違
変
之
義
御
座
候
ハ
ヽ
︑
何
様
之
御
取
計
へ
ニ
預
り
候
共
︑
其
節
一
言
之
子
細
申
上
間
敷
候
︑
為
後
日
差
上
申
一
札
依
て
如
件
越
名
村
慶
応
四
年
当
人
辰
ノ
八
月
菊
蔵
㊞
組
合
惣
代与
左
衛
門
㊞
藤
兵
衛
㊞
親
類
惣
代銀
蔵
㊞
常
蔵
㊞
村
善
蔵
㊞
御
役
人
衆
中
様
︹
越
名
村
は
下
野
国
安
蘇
郡
︵
現
栃
木
県
佐
野
市
︶︺

︹
明
治
二
年
︺
正
月
﹁
市
太
郎
│
ふ
く
﹂
去
状
去
状
之
事
一
貴
殿
娘
ふ
く
義
私
女
房
ニ
貰
請
候
所
︑
不
相
応
ニ
付
︑
致
離
別
︑
此
後
何
方
え
縁
組
候
共
構
無
御
座
候
︑
仍
て
離
別
一
札
如
件
巳
正
月
砂
子
市
太
郎
(爪
印
新
宗
道
村
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立
合
人
吉
五
郎
㊞
新
宗
道
村
仲
右
衛
門
殿
︹
新
宗
道
村
は
常
陸
国
豊
田
郡
︑
砂
子
村
は
同
国
結
城
郡
︵
い
ず
れ
も
現
茨
城
県
下
妻
市
︶︺

明
治
二
年
正
月
同
倅
心
得
違
い
の
所
業
に
よ
る
離
縁
に
つ
き
父
詫
書
(上
包
折
封
)
﹁
砂
子
よ
り
一
札
﹂詫
入
申
一
札
之
事
一
私
忰
市
太
郎
方
へ
去
辰
十
一
月
中
︑
貴
殿
之
娘
お
ふ
く
儀
相
続
ニ
貰
受
候
処
︑
市
太
郎
儀
此
度
(得
)
心
意
違
之
(所
)
諸
業
ニ
て
貴
殿
へ
一
言
之
申
訳
ケ
も
無
御
座
候
間
︑
吉
五
郎
殿
并
房
吉
殿
右
御
両
人
相
頼
御
詫
申
入
候
処
︑
早
速
御
聞
済
之
上
離
別
い
た
し
︑
娘
速
ニ
御
引
取
被
下
︑
其
上
向
後
出
入
之
儀
も
是
迄
之
通
︑
相
互
ニ
六
ッ
間
敷
出
入
致
呉
候
様
御
勘
弁
被
成
下
︑
難
有
仕
合
ニ
存
候
︑
為
後
日
之
詫
書
一
札
仍
て
如
件
す
な
子
村
当
人
栄
八
㊞
明
治
二
巳
年
正
月
日
同
組
合
重
助
㊞
宗
道
村
詫
人
吉
五
郎
㊞
同
同
房
吉
㊞
新
宗
道
村
仲
右
衛
門
殿
︹
宗
道
村
は
常
陸
国
豊
田
郡
︵
現
茨
城
県
下
妻
市
︶︺

明
治
三
年
十
二
月
｢又
蔵
│
い
し
﹂
離
別
状
︵
伯
父
・
親
類
介
入
︶
(上
包
折
封
)
﹁
離
別
状
之
事
﹂
離
別
状
之
事
一
其
方
事
我
(
手
脱
)
等
勝
ニ
候
付
︑
此
度
離
縁
致
し
候
︑
此
後
ニ
は
何
方
え
縁
付
共
向
後
差
構
無
之
依
て
如
件
又
蔵
(爪
印
伯
父
増
兵
衛
い
し
殿
親
類
力
蔵
明
治
三
年
午
十
二
月
十
七
日
50
明
治
四
年
二
月
﹁
中
澤
要
人
│
そ
で
﹂
離
縁
状
10
離
縁
状
之
事
一
此
度
袖
儀
不
熟
ニ
付
双
方
熟
談
之
上
無
拠
離
縁
致
し
候
間
︑
何
方
え
縁
組
致
候
て
も
構
無
御
座
候
間
︑
仍
て
為
後
日
之
離
縁
状
一
札
如
件
明
治
四
未
年
二
月
十
二
日
中
澤
要
人
袖
殿
明
治
四
年
正
月
同
関
口
錦
五
郎
要
人
妻
へ
不
都
合
な
き
11
旨
の
誓
約
書
写
一
札
之
事
私
儀
至
若
気
之
と
は
乍
申
︑
貴
殿
妻
え
対
不
都
合
之
儀
も
有
之
︑
赤
面
之
仕
合
御
座
候
処
︑
此
度
穏
便
御
配
意
被
成
下
︑
重
々
難
有
仕
合
奉
存
候
︑
就
て
は
向
後
途
中
た
り
共
聊
猥
り
ヶ
間
敷
義
一
切
仕
間
敷
候
︑
若
又
右
之
事
件
ニ
付
跡
々
ニ
て
如
何
様
義
出
来
候
共
︑
其
節
一
言
之
申
分
無
御
座
候
︑
為
後
日
証
文
仍
如
件
未
ノ
正
月
廿
日
関
口
錦
五
郎
印
中
澤
要
人
殿
本
書
之
義
は
田
中
権
大
惨
事
殿
え
差
出
ス
二
月
十
五
日
明
治
四
年
正
月
同
要
人
妻
復
縁
に
あ
た
り
妻
方
証
文
12
一
札
之
事
一
袖
儀
此
度
不
容
易
不
埒
之
儀
有
之
︑
一
ト
先
私
方
え
御
引
渡
相
成
実
以
赤
面
之
次
第
︑
何
共
可
申
上
様
無
之
︑
為
相
慎
罷
在
候
処
︑
尚
又
厚
き
以
思
召
元
之
通
り
御
引
取
被
下
︑
千
萬
難
有
奉
存
候
︑
就
て
は
以
後
同
人
之
儀
ニ
付
︑
彼
是
之
儀
有
之
候
節
は
︑
遊
女
・
買
女
は
勿
論
︑
如
何
様
ニ
御
取
計
被
成
候
と
も
︑
其
節
少
も
違
背
仕
間
敷
候
︑
為
後
証
仍
て
如
件
明
治
四
未
歳
正
月
廿
一
日
新
堂
武
治
郎
㊞
中
沢
要
人
殿
︹
明
治
四
年
︺
二
月
同
要
人
そ
の
妻
を
手
打
ち
に
い
た
13
す
べ
き
所
存
の
申
述
書
書
取
之
事
正
月
元
日
夜
斎
藤
斎
宅
ニ
て
う
た
か
る
た
催
椀
候
（
マ
マ
）
ニ
付
︑
私
并
家
内
参
居
候
処
︑
右
錦
五
郎
ト
私
妻
無
(提
)
挑
灯
ニ
て
帰
り
︑
跡
ヲ
直
様
付
候
処
︑
藩
学
校
玄
関
ニ
て
出
合
致
居
候
処
︑
右
之
始
末
心
外
之
儀
ニ
付
︑
其
場
ニ
て
手
打
致
候
ト
相
心
得
之
処
︑
同
人
父
御
役
柄
ヲ
察
︑
其
侭
捨
置
︑
直
様
伯
方
（
マ
マ
）
え
相
談
ニ
罷
越
候
処
︑
宅
ニ
客
有
之
候
ニ
付
︑
其
夜
宅
え
帰
候
︑
右
之
始
末
柄
ニ
御
座
候
︑
此
段
御
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尋
ニ
付
以
書
取
ヲ
申
上
候
︑
以
上
二
月
十
五
日
中
澤
要
人
伯
よ
り
田
中
権
大
参
事
殿
え
差
出
ス
明
治
十
一
年
四
月
松
本
重
尾
離
婚
に
つ
き
父
誤
証
14
誤
証
去
ル
明
治
八
年
十
月
拙
者
娘
重
尾
義
︑
親
戚
平
岩
道
義
媒
ヲ
以
貴
殿
え
婦
嫁
（
マ
マ
）
致
候
処
︑
始
終
御
家
風
ニ
相
背
キ
和
熟
不
相
成
︑
然
ニ
付
去
ル
明
治
十
年
春
以
後
自
分
衣
類
竊
ニ
親
元
え
度
々
送
り
付
ヲ
請
取
居
候
段
︑
甚
以
不
束
之
至
り
何
共
無
申
訳
次
第
︑
加
之
同
年
七
月
頃
貴
家
懇
意
下
嵯
峨
村
鳥
居
利
三
郎
ト
申
者
︑
縁
辺
治
り
方
取
扱
被
呉
候
ニ
付
テ
ハ
︑
其
節
聢
と
確
証
之
廉
モ
無
之
候
得
共
︑
密
和
ヶ
間
敷
哉
之
御
疑
相
係
り
候
段
︑
何
共
不
都
合
之
至
り
有
之
候
︑
然
ル
処
今
般
穏
便
之
御
取
計
以
離
縁
被
成
下
忝
︑
尤
重
尾
在
縁
中
之
所
為
ニ
付
後
日
如
何
様
之
事
件
出
来
候
共
︑
毛
頭
御
迷
惑
相
掛
ケ
申
間
敷
候
︑
仍
て
断
証
如
件
上
京
第
拾
弐
区
石
薬
師
通
寺
町
東
入
新
夷
町
明
治
十
一
年
四
月
廿
八
日
松
本
宗
達
㊞
近
江
国
滋
賀
郡
第
弐
区
錦
村
小
川
幸
吉
殿
︹
二
十
四
行
証
券
界
紙
使
用
︺
明
治
十
一
年
四
月
同
残
り
衣
類
・
諸
道
具
請
取
証
15
請
取
証
一
此
度
重
尾
義
離
縁
ニ
付
︑
残
り
衣
類
并
諸
道
具
悉
皆
正
ニ
請
取
申
候
︑
依
て
請
取
証
如
件
上
京
第
拾
弐
区
石
薬
師
通
寺
町
東
入
新
夷
町
明
治
十
一
年
四
月
廿
八
日
実
父
松
本
宗
達
㊞
同
第
十
一
区
今
出
川
通
寺
町
西
入
常
盤
井
殿
町
親
戚
媒
証
人
平
岩
道
義
㊞
近
江
国
滋
賀
郡
第
弐
区
錦
村
小
川
幸
吉
殿
︹
表
題
上
部
に
壱
銭
印
紙
貼
付
︑
割
印
︺
未
五
月
娘
他
村
男
性
へ
執
心
・
不
法
に
つ
き
父
詫
状
兼
執
心
16
切
れ
一
札
詫
入
申
一
札
之
事
一
今
般
私
娘
ゑ
へ
儀
︑
猿
田
村
竹
冶
郎
え
(執
)
集
心
相
掛
ケ
︑
村
内
踏
捨
法
外
之
余
り
︑
其
上
高
位
振
へ
村
方
相
掠
め
︑
不
取
止
儀
申
触
︑
52
致
増
長
候
儀
ニ
て
難
捨
置
趣
ニ
て
︑
逐
一
御
尋
ニ
預
り
一
言
申
披
無
之
︑
今
更
後
悔
仕
候
︑
依
之
左
之
扱
人
相
頼
頻
御
詫
申
入
候
処
︑
早
速
御
承
知
被
成
下
難
有
仕
合
ニ
奉
存
候
︑
然
ル
上
は
向
後
右
体
過
言
之
始
末
急
度
相
嗜
聊
決
て
無
之
候
︑
若
シ
又
前
文
相
破
り
候
ハ
ヽ
︑
如
何
様
ニ
被
成
下
候
共
御
恨
申
上
間
敷
候
︑
為
向
後
詫
入
申
一
札
差
出
シ
申
如
件
未
の
楡
木
邨
五
月
日
当
人
栄
五
郎
親
類
組
合
惣
代
証
人
善
造
扱
人
伊
兵
衛
同
人
五
郎
平
村
方
同
人
庄
兵
衛
若
者
中
︹
猿
田
村
は
下
野
国
︑
南
は
梁
田
郡
︑
北
は
足
利
郡
︵
い
ず
れ
も
現
栃
木
県
足
利
市
︶︑
楡
木
村
は
下
野
国
都
賀
郡
︵
現
同
県
鹿
沼
市
︶
カ
︺
年
月
日
不
詳
﹁
佐
兵
衛
│
い
し
﹂
離
別
状
17(端
裏
)
﹁
上
郷
村
佐
兵
衛
よ
り
離
別
﹂
離
別
状
之
事
一
貴
殿
娘
メ
お
い
し
︑
私
妻
ニ
貰
請
︑
然
処
此
度
離
別
致
︑
然
上
何
方
え
縁
附
可
被
下
成
供
毛
頭
違
乱
妨
ケ
不
申
︑
為
後
日
離
別
状
一
札
依
て
如
件
上
郷
村
佐
五
右
衛
門
忰
佐
兵
衛
(爪
印
新
宗
道
村
仲
右
衛
門
殿
お
い
し
と
の
︹
上
郷
村
は
常
陸
国
筑
波
郡
︵
現
茨
城
県
つ
く
ば
市
︶︺
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